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令和２年度 

第３６回和歌山市農業委員会議事録 

 

日 時  令和２年６月１０日（水曜日） １３時００分 開会 

場 所  和歌山市勤労者総合センター６階文化ホール 

 

報告事項 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項 農地法施行規則第２９条第１号の規定による届出について 

報告事項 農地法第４条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 農地法第５条第１項の規定による農地転用届出について 

報告事項 和歌山市農業委員会委員選挙事務取扱要綱の改正について 

議案第１号 農用地区域除外に係る意見について 

議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について 

議案第５号 農用地利用集積計画について 

議案第６号 
「令和元年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価」及び「令和２年

度の目標及びその達成に向けた活動計画」について 
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１３時００分 開会 

◆東山局長 定刻がまいりましたので、第

３６回農業委員会総会を開催いたします。 

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大に

伴い、今回も３密をさけるため、広い会場

での開催となっております。また、総会時

間の短縮も図りたいと思いますので、ご理

解、ご協力をよろしくお願いします。 

それでは、谷河会長よろしくお願いします。 

◆会長（谷河 績） ただいまより、第３

６回農業委員会総会を開会いたします。出

席委員は１８名中１７名で、定足数に達し

ておりますので、総会は成立しています。 

去る５月２８日、吉中委員、中村委員に

よりまして現地調査並びに事情聴取が行わ

れています。後ほど報告方よろしくお願い

します。なお、有本委員から、都合により

欠席したい旨、ご連絡がありましたのでご

報告いたします。 

また、農業委員会会議規則第１７条第２

項に規定する議事録署名委員は、山本茂樹

委員、中村委員にお願いします。 

 それでは、報告事項より始めさせていた

だきます。報告事項 農地法第３条の３

第１項の規定による届出について説明い

たします。 

◆西森主査 番外、説明いたします。 

本件は、農地法第３条の３第１項の規定

による届出があったもので、３件ありまし

た。全て相続による所有権の取得です。ま

た、本届出に対して受理書を交付しており

ますが、本受理書は権利の移動等の効力を

発生させるものではありません。 

なお、市外に在住の方が相続された件に

ついて、Ｎｏ．３は自作するとのことです。

以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

 「ハイと言うものあり」 

 それでは、ご了承いただけたといたしま

す。 

 報告事項 農地法施行規則第２９条第

１号の規定による届出について、説明い

たします。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

本件は、農地法施行規則第２９条第１号

に規定する農業用施設の届出が１件ありま

した。 

Ｎｏ．１申請地は岡崎地区・・・、神前

駅の南東約・・・ｍに位置します。申請人

は、経営面積８，４４７㎡を有しています。

農機具の保管等のための農業用倉庫を当農

地に設置します。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

 「ハイと言うものあり」 

 それでは、ご了承いただけたといたしま

す。 

 報告事項 農地法第４条第１項の規定

による農地転用届出について、説明いた

します。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

 本件は、農地法第４条による市街化区域

内の農地転用の届出で６件ありました。令

和２年５月１４日付、１９日付で受理通知

書を交付しています。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 
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 「ハイと言うものあり」 

 それでは、ご了承いただけたといたしま

す。 

 報告事項 農地法第５条第１項の規定

による農地転用届出について、説明いた

します。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

 本件は、農地法第５条による市街化区域

内の農地転用の届出で１１件ありました。

令和２年５月１４日付、１９日付、２９日

付で受理通知書を交付しています。 

なお、Ｎｏ．１、２、１０は賃貸借権の

設定で、Ｎｏ．１、２は一時転用です。Ｎ

ｏ．８、９、１０は開発許可済です。以上

です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

 「ハイと言うものあり」 

 それでは、ご了承いただけたといたしま

す。 

 報告事項 和歌山市農業委員会委員選

挙事務取扱要綱の改正について、説明い

たします。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

 本件は平成２９年７月２０日付けで会長

が欠けたときや副会長の選出の手段として

投票となったときの取り扱い等を定めたも

のですが、具体的な運用や、疑義が生じた

場合の詳細な取り決めが定められていない

ため、大幅に改正するものです。改正内容

は、互選会議の設置、互選会議の成立要件、

互選管理人の設置、投票の無効要件、得票

数が同数の場合の取り決め、立候補制の設

置、指名推薦制の設置、会長等となること

の承諾とその就任日についてなど、他市等

を参照し、あらたに定めています。農業委

員会事務局処務規程第６条の第１項の会長

専決により、６月５日付けで改正していま

すので報告致します。以上です。 

◆会長（谷河 績） この報告事項につい

て、ご了承いただけますか。 

◆１４番（辻本 傑） 何処を具体的に改

正したのか、また、改正した理由をお聞か

せください。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

 改正は具体的に詳細を定め、疑義が生じ

た場合に対応するためです。以上です。 

◆会長（谷河 績） 他にご意見はござい

ませんか。 

◆８番（湯川德弘） 要綱の基準は何です

か。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

 事務の取扱いするための要綱です。 

以上です。 

◆会長（谷河 績） 他にご意見はござい

ませんか。 

◆６番（坂東紀好） 互選する方法と立候

補制でする方法でどのようにするんですか。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

 立候補制の設置、指名推薦制の設置の方

法で意見を聞き、同意がなければ、最終的

に互選による諮り方で決定していくことに

なります。以上です。 

◆会長（谷河 績） 他にご意見はござい

ませんか。 

 「ハイと言うものあり」 

 それでは、ご了承いただけたといたしま

す。 

 議案第１号 農用地区域除外に係る意

見について、提案いたします。 

◆農林水産課川上企画員 番外、説明いた

します。 
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 本件は、農業振興地域の整備に関する法

律 第１３条第１項の規定に基づき、同法

施行規則 第３条の２の第２項の規定によ

り、農業委員会のご意見をお聴きするもの

です。お手元の資料、農用地区域除外参考

資料（位置図）をご覧ください。全６件の

申出があり、P.４に、位置図を示しており

ます。全６件、一括して説明させていただ

きます。なお、別にお配りしております写

真は、6 番の案件の現地写真です。誠に申

し訳ございませんが、３５ページの写真と

して差し替えをお願い申し上げます。 

① について説明させていただきます。 

参考資料の P.５から P.１０をご覧くだ

さい。P.５にありますように申出地は、赤

色で着色し示しており、和佐地区、県立紀

伊風土記の丘の北東約・・・ｍに位置して

おります。P.５及び P．６に青色で着色し

示しております代替地とは、申出地以外で

代替することができないか検討した土地の

ことを示しています。 

また、申出時に受領した代替地検討書を

P.７に添付しております。P.８には、申出

地を三方から撮影した写真を、P.９には、

農用地区域の広がりを、P.１０には、関係

各課の意見を示し、添付しております。参

考にご覧ください。 

利用者（・・・）の一人、・・・は土地

所有者（・・・）の・・・で現在・・・の

アパートに住んでいます。・・・を控えて

おり、現在のアパートでは手狭になるため、

新居を建設する土地の検討を行ってきたと

のことです。その際、いくつかの候補地を

代替地として検討した結果、実家に非常に

近く、近隣の施設などが充実し住環境の整

ったこの申出地が最適であると判断し、農

用地区域除外を行った後、新居を建設した

いとの意向です。また、利用者が申出地に

住むことにより、土地所有者の高齢に伴う

不安等を解消することができるとの意向で

す。なお、申出地の北側は宅地、東側は農

地、西側は市道、南側は申出地の残農地に

隣接した農地となっています。市としては、

周辺農地への営農に及ぼす影響はなく、将

来の集落の担い手確保に繋がると判断し、

農用地区域除外を行おうとするものです。  

② について説明させていただきます。 

参考資料の P.１１から P.１７をご覧く 

ださい。P.１１にありますように申出地は、

赤色で着色し示しており、和佐地区、県立

紀伊風土記の丘の北東約・・・ｍに位置し

ております。P.１１、P．１２及び P．１

３に青色で着色し示しております代替地と

は、申出地以外で代替することができない

か検討した土地のことを示しています。ま

た、申出時に受領した代替地検討書を P.

１４に添付しております。P.１５には、申

出地を二方から撮影した写真を、P.１６に

は、農用地区域の広がりを、P.１７には、

関係各課の意見を示し、添付しております。

参考にご覧ください。 

利用者（・・・）の一人、・・・は土地

所有者（・・・）の・・・で、現在夫婦と

もに実家である土地所有者（・・・）宅に

同居しています。・・・の子供の成長に伴

い、現在の住環境では手狭になるため、新

居を建設する土地の検討を行ってきたとの

ことです。その際、いくつかの候補地を代

替地として検討した結果、近隣の施設など

が充実し住環境が整っていること、農業を

手伝う際に、耕作地に近く最適であること

などから実家の隣地である申出地が最適で
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あると判断し、農用地区域除外を行った後、

新居を建設したいとの意向です。なお、建

設に際しては周囲の農地での耕作に配慮を

行いたいとの意向です。また、利用者が申

出地に住むことにより、土地所有者の高齢

に伴う不安等を解消することができるとの

意向です。なお、申出地の北側は里道、東

側は申出地の残農地、南側は宅地、西側は

宅地（現住居）に隣接した農地となってい

ます。市としては、周辺農地への営農に及

ぼす影響はなく、将来の集落の担い手確保

に繋がると判断し、農用地区域除外を行お

うとするものです。  

③ について説明させていただきます。 

参考資料の P.１８から P.２２をご覧く 

ださい。P.１８にありますように申出地は、

赤色で着色し示しており、小倉地区、和歌

山市消防署河南出張所の北約・・・ｍに位

置しております。青色で着色し示しており

ます代替地とは、申出地以外で代替するこ

とができないか検討した土地のことを示し

ています。また、申出時に受領した代替地

検討書を P.１９に添付しております。P.

２０には、申出地を三方から撮影した写真

を、P.２１には、農用地区域の広がりを、

P.２２には、関係各課の意見を示し、添付

しております。参考にご覧ください。 

利用者（・・・）の一人、・・・は土地

所有者（・・・）の・・・で、現在は、・

・・をしており、・・・のアパートに住ん

でいます。今後の家族構成を鑑みると現在

の住環境では手狭になるため、新居を建設

する土地の検討を行ってきたとのことです。

その際、いくつかの候補地を代替地として

検討した結果、夫婦揃って兼業農家として

農業を継ぐ意向であるため、耕作地と実家

に近い申出地が最適であると判断し、農用

地区域除外を行った後、新居を建設したい

との意向です。さらに、利用者が申出地に

住むことにより、土地所有者の高齢に伴う

不安、今後の営農に伴う不安等を解消する

ことができるとの意向です。なお、申出地

の北側、西側は農地、東側は宅地、南側は

市道に隣接した農地となっています。 市

としては、周辺農地への営農に及ぼす影響

はなく、将来の集落の担い手確保に繋がる

と判断し、農用地区域除外を行おうとする

ものです。  

④ について説明させていただきます。 

参考資料の P.２３から P.２７をご覧く 

ださい。P.２３にありますように申出地は、

赤色で着色し示しており、小倉地区、高積

中学校の南東約・・・ｍに位置しておりま

す。青色で着色し示してります代替地とは、

申出地以外で代替することができないか検

討した土地のことを示しています。 

また、申出時に受領した代替地検討書を

P.２４に添付しております。P.２５には、

申出地を三方から撮影した写真を、P.２６

には、農用地区域の広がりを、P.２７には、

関係各課の意見を示し、添付しております。

参考にご覧ください。 

利用者（・・・）は、土地所有者（・・

・）の・・・で、現在・・・のアパートに

住んでいます。今後の家族構成を鑑みると

現在の住環境では手狭になるため、新居を

建設する土地の検討を行ってきたとのこと

です。その際、いくつかの候補地を代替地

として検討した結果、夫婦揃って兼業農家

として農業を継ぐ意向であるため、耕作地

と実家に近い申出地が最適であると判断し、

農用地区域除外を行った後、新居を建設し
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たいとの意向です。また、利用者は、・・

・を受けています。さらに、利用者が申出

地に住むことにより、土地所有者の高齢に

伴う不安、今後の営農に伴う不安等を解消

することができるとの意向です。なお、申

出地の北側は宅地、西側は市道、東側、南

側は申出地の残農地に隣接した農地となっ

ています。市としては、周辺農地への営農

に及ぼす影響はなく、将来の集落の担い手

確保に繋がると判断し、農用地区域除外を

行おうとするものです。 

⑤ について説明させていただきます。 

参考資料の P.２８から P.３３をご覧く 

ださい。P.２８にありますように申出地は、

赤色で着色し示しており、川永地区、川永

小学校の南西約・・・ｍに位置しておりま

す。P.２９にありますように青色で着色し

示しております代替地とは、申出地以外で

代替することができないか検討した土地の

ことを示しています。また、申出時に受領

した代替地検討書を P.３０に添付してお

ります。P.３１には、申出地を二方から撮

影した写真を、P.３２には、農用地区域の

広がりを、P.３３には、関係各課の意見を

示し、添付しております。参考にご覧くだ

さい。 

利用者（・・・）は、土地所有者の・・

・で、現在・・・のアパートに住んでいま

す。・・・運営していることから、何かと

手狭で不便であり、新居を建設する土地の

検討を行ってきたとのことです。その際、

いくつかの候補地を代替地として検討した

結果、農業を継ぐ意向であるため、耕作地

と実家に近い申出地が最適であると判断し、

農用地区域除外を行った後、新居を建設し

たいとの意向です。また、利用者は、・・

・を受ける予定であるとのことです。さら

に、利用者が申出地に住むことにより、土

地所有者の高齢に伴う不安、今後の営農に

伴う不安等を解消することができるとの意

向です。周辺農地への影響を考え、住宅の

建設位置は、住宅が集まる南側にするとの

ことです。なお、申出地の北側、東側、西

側は農地、南側は水路に隣接した農地とな

っています。市としては、周辺農地への営

農に及ぼす影響はなく、将来の集落の担い

手確保に繋がると判断し、農用地区域除外

を行おうとするものです。  

⑥ について説明させていただきます。 

参考資料の P.３４から P.３７をご覧く 

ださい。P.３４にありますように申出地は、

赤色で着色し示しており、小倉地区、和歌

山市消防署河南出張所から・・・ｍに位置

しております。また、当該申出地について

は、・・・駐車場となっているため、代替

地の検討の余地がないとのことで、検討は

行っていないとのことです。P.３５には、

申出地を二方から撮影した写真を、P.３６

には、農用地区域の広がりを、P.３７には、

関係各課の意見を示し、添付しております。

参考にご覧ください。 

利用者（・・・）と土地所有者は同一で、

・・・の運営を行うかたわら・・・を栽培

しています。この度、和歌山市で営農の規

模拡大を行うため、農地の取得を考えてい

るとのことです。その際、・・・が申出地

を、農用地区域除外及び農地転用許可をせ

ずに、・・・に露天駐車場（・・・）とし

て貸していることが判明したとのことです。

なお、・・・あるとことです。このため、

農地の取得に際し、農用地区域除外を経た

後、農地転用許可の追認を受けたいとの意
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向です。なお、申出地の北側、南側は水路、

東側は市道、西側は宅地および鉄塔用地に

隣接した農地となっています。市としては、

周辺農地への営農に及ぼす影響はなく、産

業の活性化における地域振興及び土地の有

効活用ができると判断し、農用地区域除外

を行おうとするものです。 

以上の全６件について、農業振興地域の

整備に関する法律第１３条第２項に掲げる

１号から５号までの要件のすべてを満たす

と判断し除外を行おうとするものです。 

以上です。 

◆１９番（中村 弘） 議案第 1号Ｎｏ．

４について説明します。 

農用地区域除外で当許可申請について至

る５月２８日吉中委員と殿元職員、農林水

産課職員２名と共に現地調査及び事情聴取

を実施致しました。 

申請者は和歌山市・・・で申請地は和歌

山市・・・地目は田・・・㎡です。 

経緯について、・・・年・・・月に当農

地を小作として・・・が賃借していたが土

地の所有者の・・・の間で合意解約になり、

その際に・・・として・・・が・・・より

・・・、農地法第３条許可申請を農業委員

会に提出し・・・で許可がなされ所有権移

転を行った。 

しかしながら、今回・・・の・・・の家

を建築したいとの申出があり農用地除外の

申請をしている所である。集落に接してお

り将来後継者として・・・の住所に近く農

地転用の立地基準や一般基準は満たす為、

転用の見込はあるが現在約・・・営農し・

・・等の耕作を続けると云う事で農地法第

３条許可申請の３年誓約期間内での転用と

なる為、今後こう云う事が無い様農地法を

遵守するように厳重注意を行いました。以

上報告を終ります。委員皆様の慎重なご審

議お願い致します。  

◆会長（谷河 績） 議案第１号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

◆８番（湯川德弘） 資料７ページ②他の

計画とは何ですか。 

◆農林水産課上野主任 番外、説明いたし

ます。 

 他の計画があることは把握していますが、

詳細は聞き取りを実施していません。ただ

し、代替地の検討をしたということで除外

をしようとしているものです。以上です。 

◆８番（湯川德弘） 代替地の検討は難し

いと思います。⑤の申請地の面積が５００

㎡となっていますが、宅地には広すぎると

思います。必要最低限と違うんですか。 

◆農林水産課上野主任 番外、説明いたし

ます。 

 県知事の同意を得るために代替地検討書

を添付するものです。⑤の案件ですが、本

人が最低限であるとの申し出があったもの

です。以上です。 

◆会長（谷河 績） 他に何かございませ

んか。 

◆１４番（辻本 傑） Ｎｏ．６の議案で

すが、許可を得ず転用している土地を今更

農用地区域の除外はおかしい。 

◆農林水産課上野主任 番外、説明いたし

ます。 

 農地転用許可見込みがなければ除外はで

きないのですが、見込みがあって知事の同

意が得られ、除外できる見込みがあるもの

は、市として申出を断る根拠がないため、

受理したというところです。以上です。 
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◆１４番（辻本 傑） 不法行為である案

件を農業委員会で追認させるのですか。 

 是正処置の聞き取りもしてない案件を認

められない。 

◆農林水産課上野主任 番外、説明いたし

ます。 

 除外、農地転用において、法的にクリア

となるようにするものです。以上です。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

 経緯について、説明します。申請者があ

る土地を購入したい（農地法第３条）との

申出があり、農地の調査をしたところ違反

転用であることがわかったということです。  

原状回復するのに・・・ということなので、

県に相談したところ、違反転用状態である

が立地基準、一般基準を満たせば農地転用

について、追認できるとの回答を得たもの

です。以上です。 

◆１４番（辻本 傑） 経過を聞きました

が、許可する理由にはならない。 

◆会長（谷河 績） 他に何かございませ

んか。 

◆６番（坂東紀好） 今後、このような案

件について、解決策を協議したらどうです

か。 

◆会長（谷河 績） 他に何かございませ

んか。 

◆１０番（岩橋 章） 県は、何故追認す

ると言っているのですか。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

 第１種農地になるのですが、例外として

集落接続として問題がない。また、できる

限りの原状回復してくださいというのが県

の方針であり、農地に戻すのが困難である

ならば、できる限りの努力をすれば、受理

するとの回答です。以上です。 

◆１０番（岩橋 章） 違反転用について、

許可の基準はありますか。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

 違反転用について、悪質かどうかという

ことは許可基準にあてはまらないと思いま

す。申請時、原状回復するよう指導、厳重

注意します。以上です。 

◆会長（谷河 績） 他に何かございませ

んか。 

◆７番（吉中雅三） 農業委員会で再度検

討・協議したらどうですか。申請期間はど

うなっていますか。 

◆農林水産課上野主任 番外、説明いたし

ます。 

 農用地区域除外の受付は４月・８月・１

２月の年間３回です。受け付けてから２ケ

月後の農業委員会総会に諮り、審議をお願

いして県に提出、４・５ケ月後に知事同意

されることになります。以上です。 

◆２番（山本宏一） 今後、このような案

件については、和歌山市として慎重に審議

して受理するようにしてください。今回の

Ｎｏ．６については、意見なしにしたらど

うですか。 

◆山本副課長 番外、説明いたします。 

 今回の審議内容を申請者に報告し、ある

程度の原状回復について、再度協議すると

いうことでどうでしょうか。以上です。 

◆会長（谷河 績） 畑に作付け変更して

再度申請するということでどうでしょうか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第１号はＮｏ．６以外はやむを

得ないと言う意見で決定しますので、よろ

しくお願いします。 

議案第２号 農地法第３条の規定によ
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る許可申請について、提案いたします。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

本件は、農地法第３条の規定に基づく許

可申請で１件ありました。調査の結果、耕

作等に支障がないこと、当該農地の権利を

取得しようとする者は、下限面積要件を満

たし、その取得後において、全ての農地で

効率的に耕作を行い、農作業に常時従事す

ると認められるなど、農地法第３条第２項

各号には該当しないため、許可要件の全て

を満たしています。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第２号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第２号は可決と決定しました。 

議案第３号 農地法第４条第１項の規定

による許可申請に対する意見について、提

案いたします。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と 

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は、岡崎地区・・・ 

交通センター駅から北・・・ｍに位置し、

市街地に近接する区域内でその規模がおお

むね１０ｈａ未満のため第２種農地に該当

します。当該申請地は工場が取り壊された

跡地であり、自己及び近隣住民のための露

天駐車場として転用するため申請するもの

です。 

Ｎｏ．２ 申請地は、加太地区・・・、 

淡島神社から南西・・・ｍに位置し、農用

地区域内農地、甲種農地、第１種農地及び

第３種農地に該当しない小集団の農地の区

域内にあるため第２種農地に該当します。

当該申請地は、隣地における太陽光発電設

備設置工事のための進入路として一時的に

転用するため、申請するものです。以上で

す。 

◆会長（谷河 績） 議案第３号について 

説明が終わりましたが、この議案について、 

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第３号は可決と決定しました。 

議案第４号 農地法第５条第１項の規定に

よる許可申請に対する意見について、提案

いたします。 

◆殿元主任 番外、説明いたします。 

申請地の場所を示した簡易地図を議案と

共に配布していますので合わせてご覧くだ

さい。 

Ｎｏ．１ 申請地は、安原地区・・・、

安原小学校から南・・・ｍに位置し、おお

むね１０ｈａ以上の規模の一団の農地の区

域内にあるため第１種農地に該当しますが、

集落に接続される住宅その他日常生活上又

は業務上必要な施設であり、不許可の例外

に該当します。申請人は現在、家族と共に

賃貸住宅で居住していますが、子供も成長

し、将来的に手狭になっていくことが予想

されることから、実家及び耕作地に近い当

該申請地を個人住宅として転用するため申

請するものです。なお、使用貸借権設定で

す。 

Ｎｏ．２ 申請地は、安原地区・・・、

紀北支援学校から南東約・・・ｍに位置し、

おおむね１０ｈａ以上の規模の一団の農地

の区域内にあるため第１種農地に該当しま

すが、集落に接続される住宅その他日常生
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活上又は業務上必要な施設であり、不許可

の例外に該当します。申請人は・・・、営

農する必要があるため、耕作地に近い当該

申請地を農業者住宅として転用するため申

請するものです。なお、使用貸借権設定で

す。 

Ｎｏ．３ 申請地は、西和佐地区・・・、

和歌山インター出入口から北西約・・・ｍ

に位置し、おおむね３００ｍ以内に高速道

路等の出入口があるため第３種農地に該当

します。申請人は・・・を営んでおり、主

に・・・していますが、建築資材や重機を

保管する資材置場が不足していることから、

当該申請地を露天資材置場及び進入路とし

て転用するため申請するものです。 

Ｎｏ．４ 申請地は、西和佐地区・・・、

田井ノ瀬駅から南西約・・・ｍに位置し、

おおむね５００ｍ以内に鉄道の駅があるた

め第２種農地に該当します。申請人は・・

・を営んでおり、駅や学校などから近く住

環境に適した場所である当該申請地へ分譲

住宅２１戸を建てるべく転用の申請をする

ものです。なお、開発許可及び特定事業許

可申請中です。 

なお、Ｎｏ．４については、現地調査を

行っておりますので担当の委員さんから報

告があります。以上です。 

◆７番（吉中雅三） 議案第４号農地法第

５条第１項の規定による許可申請に対する

意見についてＮｏ．４について報告します。

只今事務局の説明した通りですが重複する

かもしれませんがよろしくお願いします。 

 この申請は大規模開発にあたるため先月

２８日、県農業会議と合同で現地調査を行

いました。県からは常設委員の本市谷河会

長と海南市農業委員会長様、市からは中村

委員、事務局長の東山様、そして私とで現

地調査を行いました。 

聴取には申請人である・・・と行政書士

の・・・が出席しました。この申請は申請

人である・・・に事務所を置く・・・が物

件・・・、・・・２名から合計面積・・・

㎡計・・・筆の農地を譲受け、分譲住宅２

１戸を建設しようとするものです。 

申請理由について、申請地は田井ノ瀬駅か

ら・・・ｍに位置しインターチェンジも近

くにあり西和佐小学校に・・・しているた

め分譲地に最適だとのことです。 

会社の内容については資本金・・・、従

業員・・・名 設立は・・・、年間売

上・・・、事業内容は主に・・・が主だそ

うです。 

進入路は・・・西側の市道から進入し又

分譲地内道路が市道を横断する形になると

のことですが、開発許可の事前審査も終っ

ているそうです。 

転用による近隣の農業への影響について

は隣接地同意もいただいているとのことで

す。用水路について、排水は団地内道路に

排水管を埋設し又合併浄化槽で処理して南

に紀ノ川左岸が管理する公共水路に放流す

るとのことですが、排水管の距離は・・・

ｍと長く高低差もあまりないのでうまくい

くか、私としては危惧するところですが開

発の事前審査では問題がなかったとのこと

でした。 

造成工事費用については、・・・で行う

とのことで以上のことから、申請地は優良

農地で大規模開発でかなりの面積が失われ

ますが、第２種農地に該当し、又将来市街

化も見込まれる地域ですし、隣接農地及び

紀ノ川左岸の同意もありますので、現地調
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査委員の意見は転用はやむを得ないものと

思います。みなさんの慎重審議よろしくお

願いします。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第４号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第４号は可決と決定しました。 

議案第５号 農用地利用集積計画につい

て、提案いたします。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

本件は、農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画

に基づく利用権の設定で、新規の契約が２

７件ございました。全て使用貸借権の設定

です。貸借期間は議案書のとおりです。 

また、Ｎｏ．１、Ｎｏ．２については、

農業委員会による利用権の新規設定、Ｎｏ．

３からＮｏ．５については、農地中間管理

事業による新規の設定、Ｎｏ．６からＮｏ．

２７については、実質的な農地中間管理事

業での再設定となります。面積は、田が４

５，０８２．９１㎡、畑が２，９８６㎡、

合計面積が４８，０６８．９１㎡です。 

うち農地中間管理事業による設定が２５

件あり、面積は、田が４０，２９０．９１

㎡、畑が２，９８６㎡、合計面積が４３，

２７６．９１㎡です。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第５号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第５号は可決と決定しました。 

議案第６号 「令和元年度の目標及びそ

の達成に向けた活動の点検・評価」及び「

令和２年度の目標及びその達成に向けた活

動計画」について、提案いたします。 

◆中川班長 番外、説明いたします。 

 議案書に同封しておりました別紙をご覧

下さい。本件について、農業委員会は、毎

年、活動の点検・評価及び目標とその達成

に向けた活動計画の策定を行い、公表する

ものとなっています。まず、令和元年度の

点検・評価ですが、１ページは本市の農業

の概要、農業委員の人数等を示しています。 

２ページは担い手への農地の利用集積・集

約化ですが、担い手への集積率は１７．４

％です。地域により担い手のばらつきや、

不足が課題です。利用権の集積実績は累計

で２０９．４ｈａとなり、目標の面積をや

や下回る結果となりました。今後、農業委

員、農地利用最適化推進委員、関係機関と

のさらなる連携強化が課題です。 

 ３ページは新規参入の促進ですが、令和

元年度は、市内新規就農を含め５経営体、

１．７ｈａの農地取得があり、１２経営体、

２ｈａの目標に対し、目標を下回りました。

近年の実績を比較し、参入経営体数の目標

を見直す必要があると思われます。 

 令和元年度も可能な限り新規参入希望者

と委員、関係機関で面談し、農地のあっせ

んに努めました。毎年、新規就農者は確保

できており、今後の担い手として期待でき

ます。 

 ４ページは遊休農地についてですが、本

市では４５．３ｈａの遊休農地を確認して

います。 

また、目標１ｈａに対し１．９ｈａの遊

休農地を解消しました。目標を達成しまし

たが、新たな遊休農地も確認されているた
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め、今後、さらなる解消対策が必要です。 

 ５ページは違反転用への対応ですが、新

たに６件発生しました。農業委員会、県と

の連携により解消に向け指導しています。

今後も、違反転用防止の啓発、監視活動の

強化、早期発見、早期指導に努めます。 

 ６ページは農地法第３条事務、農地転用

事務の処理件数、７ページは農地所有適格

法人の報告件数、農業委員会の情報提供等

の実績、８ページは事務の実施状況の公表

等について、示しています。 

続いて、令和２年度の目標ですが、９ペー

ジは本市の農業の概要、農業委員の人数等

を示しています。 

１０ページの担い手への農地の利用集積

・集約化ですが、利用権の集積面積２３５

ｈａ、うち新規利用権設定面積２５ｈａを

目標としています。農地利用最適化推進委

員が主体となり、農業委員、関係機関の連

携により利用権設定面積の拡大、新たな農

地や担い手の掘り起こしを行い、地域によ

る担い手のばらつきや、不足を解消するよ

う努めます。 

また、農地の貸借制度について、積極的

にＰＲ活動を行っていきます。 

新規参入の促進ですが、関係機関と連携し、

広く情報を収集し、新規参入７経営体を目

指します。 

 １１ページの遊休農地についてですが、

９月の一斉農地パトロール、また随時の現

地調査を行い、１ｈａの遊休農地解消を目

指します。違反転用については、引き続き

県と連携し、解消に向けた指導、違反転用

防止の啓発、監視活動の強化、早期発見、

早期指導に努めます。 

 なお、本件のこの別紙については、本総

会承認後、市役所のホームページにて公表

を行います。以上です。 

◆会長（谷河 績） 議案第６号について、

説明が終わりましたが、この議案について、

何かご意見、ご質問ございませんか。 

「異議なし、との声。」 

ご意見、ご質問がないようでございます

ので、議案第６号は可決と決定しました。 

◆東山局長 今回、事務局から特に報告事

項はございません。 

 この後、空家対策課から農地付き空き家

の取り組みについて、説明をいただきます。 

◆会長（谷河 績） それでは、空家対策

課さん、ご説明よろしくお願いします。 

◆空家対策課中島課長 番外、説明いたし

ます。 

 本市への移住定住の促進、空き家や遊休

農地の解消を目的に国土交通省推奨の農地

付き空き家バンクへの登録制度を創設した

いと考えています。 

◆空家対策課高木副課長 番外、説明いた

します。 

 国土交通省「農地付き空き家の手引きよ

り、空き家バンクを通じた『農地付き空き

家』の取組みについて、資料に基づいて説

明します。 

 和歌山市の空き家を取り巻く現状から説

明します。和歌山市の空き家の状況ですが、 

平成３０年、住宅・土地統計調査で本市の

空き家数と空き家率は１９．０％になって

います。空き家率の高い都道府県では、和

歌山県は全国でワースト２位と不名誉な結

果となっています。 

 和歌山市の人口・世帯数は、人口は昭和

６０年をピークに減少が続いています。 

また、高齢化の進行とともに、高齢者の
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みの世帯が急増しており、今後の空き家の

増加が懸念されます。 

 移住者のニーズから生まれた『農地付き

空き家』が注目され、取り組まれた背景に

なります。 

 まず、地方への移住希望者は、趣味や生

業として農林漁業への関心が高くなってい

ます。また、就農時には、農地と住宅の確

保に苦労する傾向にあり、「農地付き空き

家」の取組はこれらの課題の解決につなが

ります。そこで、空き家バンクを通じて「

農地付き空き家」の提供を行い、移住者を

呼び込んでいる自治体が増えています。 

それに伴いまして、農業委員会の許可要件

のうち下限面積要件について、空き家に付

随する農地に「別段の面積」を設定する取

組が広がっています。 

 空き家に付随した農地の別段の面積の設

定は、特例として農地法施行規則第１７条

第２項より、小さい下限面積を設定してい

ただきたいと考えます。 

 政令指定都市では、京都市（京都府内９

市町統一）は０．０１ａ、中核市では   

山形市、呉市は０．１ａ 福島市は０．０

１ａ、和歌山県下では、海南市、紀の川市

は１ａ、かつらぎ町は０．０１ａとなって

います。和歌山市では、０．０１ａを設定

したいと考えています。 

 小さい面積を設定した理由を各市町村に

問い合わせたところ、１ａ未満の農地が 

一定 割合存在すること、家庭菜園程度の

農地を求める移住者が多いことから、極め

て小さい下限面積を設定して、対象を広め

てより多くの移住者を呼び込みたいという

ことでした。和歌山市では、１ａ未満の農

地が１４％となっています。 

 農地付き空き家提供の流れは、制度創設

のための手続きが必要となります。規則１

７条２項の別段面積の設定・公示する手続

きをして、続いて個々の案件ごとの手続き

に移ります。所有者が別段面積に係る農地

指定の申出を行い、別段面積の設定・公示

がされましたら、所有者が空き家バンクへ

の登録申し込みをします。農地付き空き家

情報が公開されまして、今度は空き家バン

クへの利用登録することになります。それ

に合わせて購入・賃貸希望の申し出をして

いただきます。後に売買・賃貸借の交渉・

契約を行っていただきます。３条許可手続

きをしていただき、許可されましたら権利

移転という流れになります。 

 今回は、空き家バンクの取り組みに農地

付きという魅力を付加することで移住者の

増加に繋げたいと考えています。皆様のご

協力をお願いします。以上です。 

◆山本副課長 番外、説明いたします。 

 下限面積を設定について、農業委員会と

して、空き家に付属した農地であること、

市街化調整区域内の農地であること等の条

件について、次回の総会の議案として上程

したいと考えていますのでよろしくお願い

します。以上です。 

◆会長（谷河 績） それでは、次回の総

会において、あらためて空き家とセットで

農地を取得する場合の下限面積を決定した

いと思いますので、ご検討のほどよろしく

お願いします。 

その他、何かございませんか。 

「なし、との声。」 

それでは、ご質問がないようでございま

すので第３６回総会を閉会いたします。 

１５時１２分 閉会 


